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「安全」な医療を「安心」して受けていただくために

地域医療連携登録医にぜひご登録ください！

本院では、ご賛同いただける地域機関に
「山梨大学附属病院地域医療連携施設登録証」を発行し、
円滑な連携を推進しております。
地域医療連携登録医療機関の情報を、
当院ホームページに掲載いたします。
ご登録は下記QRコード
またはURLから可能です！

ご紹介患者のスムーズな予約取得、
受診をめざしスマホからも利用可能な
「紹介患者予約システム」を独自開発しました！
地域医療連携登録医にご登録いただきますと
専用のログインID、パスワードを
発行させていただぎます。
パソコンやタブレットはもちろん、
スマホからも予約の空き状況を直接確認でき、
即時予約が取得できます。

URL→https://forms.gle/S9SzcHNadDwqWtNB7

紹介患者
予約システム
運用開始



セミナー・講演会等のお知らせ 対象：医療従事者

開催名 開催日主　催 開催場所

令和4年 5月 12日

令和 4年 5月 7日

令和 4年 8月 27日

令和 4年 11月 12日

古名屋ホテル (オンライン併用）

アピオ甲府 (オンライン併用）

アピオ甲府 (オンライン併用）

アピオ甲府 (オンライン併用）

第18回山梨県泌尿器癌勉強会

第23回山梨大学整形外科セミナー

第69回山梨大学医師会講座

第24回山梨大学整形外科セミナー
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山梨県泌尿器癌勉強会等

山梨大学整形外科

山梨大学医師会、山梨県医師会等

山梨大学整形外科

　山梨大学医学部附属病院（研究代表者：波呂浩孝　整形外科
学講座教授）は慶應義塾大学病院と共同で、腰椎椎間板ヘルニア
の患者さんに対するヒトリコンビナントMMP-7(KTP-001)を用
いた椎間板内薬物注入療法の臨床試験を行っております。青壮
年層に罹患率が高い腰椎椎間板ヘルニアに対して根治的な治療
を行い、症状の早期改善および早期社会復帰を達成する薬剤を
開発します。
　腰椎椎間板ヘルニアには発症後に自然の経過でヘルニア塊が
退縮するメカニズムがあります。私どもは、このメカニズムを研究
し、椎間板ヘルニアには、多くの炎症性細胞が浸潤し、Matrix 
metalloprotease (MMP)-3や-7が産生され、炎症の賦活化や
椎間板ヘルニアの基質分解に作用することを明らかにしてきまし
た。この知見に基づいてMMP-7を投与することで、ヘルニアの退
縮を促進して、症状の改善が期待されると考えられ、我々は産学
共同でヒト型組み換え蛋白rhMMP-7を主成分とする新規の化学
的髄核融解療法を開発しました。
　この試験は安全性と忍容性を確認すると共に、臨床的なPOC
（Proof of concept；新しい発見や概念の実証）を取得すること
を目的としております。本治験は、国立研究開発法人日本医療研
究開発機構（AMED）の橋渡し研究プログラム（支援拠点：慶應義
塾大学）の支援を受けて実施いたします。今回の治験に用いる治
験薬と治験を適切に実施するための各種手順書が作成されまし
た。2021年10月に山梨大学医学部附属病院治験審査委員会で
承認を受け、2021年11月22日に独立行政法人医薬品医療機器
総合機構(PMDA)に治験届を提出し、受領され、医師主導治験を
実施する準備が整いました。慶應義塾大学病院においても同様
の手続きが完了した場合、医師主導治験が開始される予定です。

整形外科学講座教授

波呂 浩孝

腰椎椎間板ヘルニアに対する
新規治療薬を用いた臨床試験について

　私たち山梨大学病院では、地域の先生方の大切な患者さんに、高い技術に

よる「安全」な医療を「安心」して受けていただくために、スタッフ一同が一丸と

なって日々努力を重ねております。

　新たな総合支援部に設置された医療福祉支援センターでは、医療費や各

種保障制度に関する疑問や、在宅治療と仕事・学業との両立に関するご相談

など、病気に関する様々な心配事に専門の看護師や医療ソーシャルワーカーが

親身になって対応しております。また、小児がん診療を含む地域がん診療連携

拠点ならびにがんゲノム医療連携病院として、「がん治療」に関するあらゆる相

談にも認定看護師が中心となって対応し、患者さんが安心して最先端の医療

を受けられるように努めております。

　業務支援センターでは、患者さんに効率良く快適に治療を受けていただける

ように、病床管理室、外来支援室、地域医療連携室などを刷新し、連日開催す

る病床運用会議で効率良く病床管理を行い、外来や検査の待ち時間の短縮

なども図っております。地域医療連携室では、当院の連携医療機関としてご登

録いただいた先生方に、Webを通じて直接予約枠を確保していただける新た

な院外予約システムを開発し、その運用も開始しております。

　これからも山梨大学病院では、県内唯一の特定機能病院として、地域の先

生方に信頼いただける地域密着型の身近な高度医療機関を目指して、全職

種が一体となりチーム医療を実践してまいります。今後もご指導を賜りますようお

願い申し上げます。
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総合支援部 
医療福祉支援センター長 兼 業務支援センター長　

市川 大輔

当院ではコロナ禍の状況で外来待合の密を解消するため
昨年12月よりスマホ外来呼び出しシステムの運用を開始しました。
このシステムを利用することで、外来待合でお待ちする必要がなくなり、
院内の密にならない場所（外来ホール・スターバックス・駐車場など）で
お待ち頂くことができます。
利用方法については、外来ホールにて職員がご案内していますので、
お気軽にお声掛けください。

スマホ外来呼び出しシステムをご利用ください こちらの
のぼり旗が
目印です。
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